
国 語

一 問１(1) 夏 (2) 蛍 ［別解 蚊帳］ 問２ ３ 問３ 持ってきた 問４ ３

問５ 他に行く （～） でもない 問６ ２

問７ (例) ア 祖母の家に引き取られて、弟とともに暮らす（二十字） イ 希望

問８ Ａ 簡単 Ｂ 演奏

二 問１ Ａ 内臓 Ｂ 認識 Ｃ 独自

問２ 難産という長い育児期間 （九字）

問３ Ⅰ 脳に充分なエネルギーを供給する Ⅱ 抱き続けられない

問４ ２

問５ （例）赤ちゃんの、周囲の人たちから可愛がられ、育てられていく（姿。）（二十七字）

問６ Ｘ ９ Ｙ コミュニケーション

三 問１ あさがお 問２ ２

問３

問４ ４ 問５ ように 問６ ２ 問７ １ 問８ ２

四 問１ Ⅰ Ａ １ Ｂ ４ Ｃ ３

問２ (例) 母 （が） 私 （の） 作文 （を） ほめた（。）
私 （は） 作文 （を） 母 （に） ほめられた（。）

【総評】一文学的文章、二説明的文章、三短歌と鑑賞文、四言葉に関する問題、の4題構成。一、

二にそれぞれ1問ずつ、記述問題が出題されたが、いずれも問いと本文内容を的確に理解できて

いるかどうかを問う問題であった。四では、条件に従い、自分で言葉を埋めて短文を作成する問

いが出題された。基本的な読解力を問う問題だけでなく、語彙力や国語的知識を問う問題など、

幅広く出題された。

広やかな秋のこころよ 何という鳥の声かと見上げる空の


